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元気な「ちば」を創る「ちばの豊かな食卓づくり」計画 

－地域のちからで築こう「ちば型食生活」－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

適度な運動 

感謝の心 

豊富な食材や食文化 

ちば型食生活 

※この計画は、食育基本法に基づく「千葉県食育推進計画」です。 

 
睡眠・生活リズム 

日本型食生活 

 



 

 

 

 

 

ゆめ半島千葉国体・ゆめ半島千葉大会 

マスコットキャラクター 

【愛  称】 

  チーバくん 

【プロフィール】 

千葉県に住む不思議ないきもの。 

好奇心旺盛で、いろいろなことに挑戦するのが大好き。 

  未知のものに立ち向かうときほど勇気と情熱がわき、 

からだが赤く輝く。食いしん坊でいたずら好きな面も。 

 

 

「ちばの食育」啓発ポスター 



 

ごあいさつ 
 
 

 私たちは、社会環境の変化やライフスタイルの多様化とともに、

豊かさを追求するあまり、大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会

構造を作り出し、物質的に恵まれたいわゆる「飽食の時代」を迎え

ています。 
 現在、私たちは食べたい時に食べたいものを自由に口にすること

ができます。しかし、一方で、食べることへの意欲、関心や「食」

を大切にする意識が薄れ、食生活の乱れや肥満の増加など、食を 
取り巻く様々な問題が生じています。 
 今こそ、「食育」について問題意識を持って考える必要がある 
のではないでしょうか。 

 
食が豊かであるという意味は、ぜいたくな豊かさという意味ではなく、本物であると 

いうことです。家族が食卓を囲みながら、おいしさを共有し、会話を通してコミュニ 
ケーションを図ることは心の豊かさを育むことにもつながります。 

 
千葉県は、全国に誇る農林水産業県です。「ちば」ほど、新鮮でおいしい食材がある 

ところは、ほかにはないのではないかと思っています。 
人間は、親が作った食事や生まれ育った郷土の野菜や魚などを食べることで、改めて 

自分の存在やふるさとを認識します。その味がその人の原点になるものです。何歳になっ

てもその味を忘れることはありません。その経験が、郷土意識を育むことにつながります。

ぜひ、「千産千消」し、ふるさとの味を大切にしてもらいたいと願っています。 
 
食材本来の味、郷土の味や食文化を、様々な体験や人との触れあいを通して学ぶと 

ともに、自分の食を大事にした生活の基本を身につけ、健康なからだをつくり上げていく 
ことは大切なことです。食育はその基礎であり、食を見直すということは、生き方その 
ものを見直すことではないかと考えます。 
そこで、県民の皆様に、人間はなぜ食べるのかという原点に戻って考えてほしい、 

また、食の本質、食の基本や食の価値を理解し、日々の生活の中で実践してほしい、 
そして、未来を担う子どもたちにしっかり伝えてほしいという願いを込め、「元気な 
『ちば』を創る『ちばの豊かな食卓づくり』計画」を策定しました。キャッチフレーズ 
は「『食べること・生きること』生命

いのち

をつなぐちばの食育」です。 
 
 
 

 
 



 
食育は、県民自らが必要性を理解し、実践しなければ意味がありません。そのためには、

県民とともに考え、取り組んでいくことが特に重要です。計画の策定に当たり、白紙の 
状態からタウンミーティング等を数多く実施し、多くの県民の意見・提案がこの計画に 
反映されています。 
食育は、健康・教育・農業など幅広い分野にまたがる裾野の広い取組です。そして、 

多くの方々が食育に携わる活動をされています。こうした方々の思いを計画の中に取り 
入れるため、県民の皆様と長い時間をかけ議論を重ねながら、千葉県ならではの計画を 
作り上げました。 

 
この計画の基本理念は、大地と海の恵み豊かな「ちばの食材・食品」をしっかり噛んで

味わうことから始め、「ちばの食」を実感し、食を通して郷土意識を育みながら、 
健やかな体と豊かな心をもった人づくりを目指すこと。さらに、みんなで取り組む 
「ちばの豊かな食卓づくり」を県民運動として推進し、「ちば」に暮らす喜びと健康が 
実感できる「元気な『ちば』」を創ることです。 

 
千葉県ではこれまでも乳幼児期からの食育をはじめ正しい食生活、食習慣の確立に力 

を入れて取り組んでまいりました。今後も基本理念の実現を目指し、「親から子へつなぐ 
生命（いのち）」の視点で、「咀嚼

そしゃく

嚥下
えんげ

・成長発達」の支援など、県民一人ひとりが「健康

はつくるもの」という考えに立った生涯にわたる健康づくり、そして、家庭の食卓を大切

にする食育の推進に取り組んでまいります。 
 
千葉県は、豊かな自然と四季折々の豊かな食材、特色ある地域の産業や文化、食育に 

携わる多くの人材など、多様で素晴らしい、食育を支える「ちから」に恵まれています。 
こうした「ちから」を最大限に活用して、家庭や学校、地域などのあらゆる場において、

食に関わる様々な分野の人たちが連携・協働し、「わたし、あなた、みんなへつなぐ輪」の

視点で食育を地域に根ざした県民運動を推進していきたいと考えています。 
 
終わりに、本計画の策定に当たり、多大な御尽力をいただきました「千葉県食育推進 

県民協議会」及び「千葉県食育推進計画策定支援作業部会」委員の皆様、御意見・御提案

をいただきました皆様に対し、厚くお礼申し上げますとともに、今後とも一層の御支援・

御協力をお願いいたします。 
 
 
平成 20 年 11 月     

           千葉県知事  堂本 暁子 
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